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経
済
襲
勤
理
論
に
於
げ
る
経
過
の
問
題

青

山

秀

夫

経
済
珂
論
乃
主
理
論
経
済
事
は

そ
れ
自
身

個
の
慰
問
的
分
科
た
る
以
上
、
何
ら
か
の
意
味
に
於
て
統
一
的
、
四
閥
系
的
忙
構
成

さ
れ
て
ゐ
左
け
如
ば
在
ら
由
。

と
こ
ろ
で
経
抑
媛
勤
理
論
は
経
桝
理
論
の
一
構
成
要
素
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
、
針
外
的
忙
は
経

病
問
論
の
一
部
分
と
し
て
経
済
理
論
全
悌
を
一
貫
す
る
何
も
の
か
を
も
っ
担
宅
円
で
あ
り
、
士
た
針
内
的
に
は
そ
れ
白
鶴
一
個
の
統
一
的

則
論
と
し
ナ
鰐
系
的
構
成
を
も
っ
舎
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
経
怖
理
論
の
一
部
分
と
し
て
経
情
勢
勤
理
論
は
一
一
時
如
何
た
る
も
の
で

あ
る
か
。
ま
た
経
桝
持
出
動
則
論
を
回
開
系
的
に
構
成
す
る
し
し
す
れ
ば
、
そ
れ
は
一
冊
如
何
た
る
構
遣
を
も
つ
で
あ
ら
う
か
。

こ
れ
ま
で
の
経
済
耕
一
勤
理
論
を
知
る
も
D
に
と
っ
て
此
の
問
題
は
極
め
て
切
賞
左
問
題
で
あ
る
。
経
済
受
動
理
論
が
経
済
理
論
白

一
部
門
売
る
以
上
、
此
の
問
題
は
経
済
援
動
混
論
に
と
っ
て
何
よ
り
も
先
づ
解
決
さ
れ
て
あ
る
筈
の
問
題
で
あ
る
。
此
の
一
問
題
を
解

決
せ
や
し
寸
は
経
例
経
勤
理
論
の
正
し
い
間
関
構
成
が
あ
り
得
よ
号
筈
が
た
く
.
従
っ
て
ま
た
充
全
た
問
題
解
決
が
あ
り
得
土
ろ
舎

は
な
い
。
然
し
そ
れ
に
も
拘
は
ち
中
此
の
割
に
つ
い
て
決
し
て
充
分
注
解
決
は
存
し
た
い
の
で
あ
る
。
現
在
吾
々
は
経
情
愛
動
に
閥

ず
る
様
々
の
理
論
が
雑
然
と
、
無
整
理
の
ま
t
A

、
並
立
し
て
ゐ
る
の

E
見
る
。
そ
れ
ら
の
個
々
の
理
論
に
謝
し
て
、
そ
れ
が
経
済
受

叫
川
川
論
の
照
系
栴
成
内
部
に
於
て
如
何
在
る
地
位
を
占
め
る
か
、
を
明
示
す
る
統
一
的
視
制
と
い
ム
も
の
は
存
在
せ
宇
、
従
っ
て
ま

た
、
そ
れ
ら
の
理
論
の
貢
献
を
遁
揃
陀
規
定
し
、
そ
れ
ら
を
経
済
竣
勤
理
論
内
部
の
遡
首
た
位
置
に
編
入
せ
し
む
べ
雪
理
論
的
立
揚

艇
済
圏
盟
副
理
論
に
於
け
る
経
過
白
問
題

-
第
五
十
八
巻

四
丸
丸

第
四
競



保
昨
捕
型
軸
理
論
に
於
け
る
将
過
の
問
題

6
骨
五
十
八
巻

E
0
0
 

億
四
挽

と
い
ふ
も
の
も
形
成
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
が
経
済
建
動
現
論
の
現
欣
で
あ
る
。
此
の
経
済
建
動
理
諭
の
現
欣

を
知
る
も
の
が
、
上
記
の
経
済
拶
動
町
古
川
の
胴
閥
系
構
成
の
問
題
を
切
貨
た
感
情
E
以
て
取
上
げ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
初
め
て
営
然
と

云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

躍
済
境
副
理
論
の
挫
系
構
成
の
問
題
を
こ
れ
ま
で
瀧
も
眠
扱
っ
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
わ
け
で
は
な
い
。
或
は
摺
済
理
論
に
於
け
る
静
山
市
中
的
部
門
主
勤
皐

的
部
門
と
川
口
問
の
調
珊
の
間
高
と
し
て
(
特
に
例
へ
ば
、
シ
ユ
ム
ベ
ー
タ
i
「
組
押
賀
民
の
閣
内
論
」
、
内
米
田
博
士
「
純
情
動
曜
と
鰹
桝
静
串
」
紹
桝
論
設

第
二
九
年

J

錆
足
掛
並
び
に
高
同
博
士
一
縄
問
山
川
市
新
講
苛
部
一
章
4
y
m
)
、
或
は
景
気
珂
論
白
地
世
間
的
性
質
的
問
題
k
し
て
(
例
「
ば

5
2
m
・
当
5

Z

問。コ』=コ
r
z
ュ703コ
自
己
一
括
同
r
P
3
1
2
c
m】自己
H
U
4
4
m】時三月
z
n
r
P
2
5
7
2
〉

RE3MmwUNa-
己
阿
川
口
白
色
2
n
r
H
b
z

司
自
同
。
E
ロ
己
主
旨
4
3
Zのき

E

20『

Z
さ

3
己
$
9
5
5
3
3
M
N
)
、
或
は
静
間
嶋
中
的
一
般
均
情
理
論
の
現
質
化
の
問
題
と
し
て
(
例
へ
は
国

F
因
。
OH何
回
〕
E
F
Z
R
問。
o
g
g
E司

W
 

3
M
g
、
或
は
探
神
珂
諭
に
世
け
る
時
間
川
要
素

m
問
題
と
し
て
(
例
へ
ぽ
同
5
2
0
Z
E四
国
主
主
-
ヨ
E
N
g
m
E
O
E
Z円

E
骨
同
ヨ
何
時
Z
E旦
拐
の
U
Z

Hrmoコ
の
み

mm
垣
間

g
n
-
z
E
M
n
F
E
口】
2
包
囲
内

0
5
n
r
y
申
告
の
5
5
E司

Z
Z
H
O
E
-
c
Eロ
3
2
-
3
出
品
同
)
、
従
曜
と
て
も
論
ピ
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。蛇

し
‘
最
近
の
艇
決
理
論
白
夜
展
は
此
の
貼
に
つ
い
て
事
背
を
一
一
控
せ
し
品
た
。
先
づ
、
こ
れ
ま
で
経
冊
費
劫
聞
論
の
主
要
内
容
と
し
て
考
へ
ら
れ

た
も
の
は
、
世
最
術
環
理
論
で
あ
っ
た
。
掠
る
に
最
近
に
到
っ
て
、
A
T
迄
の
景
気
珂
論
と
川
町
岨
且
び
方
法
を
mm
に
す
る
と
こ
ろ
目
、
新
し
い
引
引
の
組
桝

棚
田
淵
珂
論
J
F

羽
れ
る
に
到
っ
た
。
曲
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
冊
究
を
以

τ
し
で
は
充
分
に
蕗
到
識
せ
ぬ
問
題
が
生
ず
る
に
到
っ
た
。
此
の
勘
に
つ
い
て

特
に
注
目
を
叩
川
ん
す
る
の
は
却
型
的
一
般
均
時
理
論
の
昨
日
展
で
あ
る
。
最
近
の
掴
消
費
勤
理
論
は
一
般
に
静
岡
唱
的
一
般
均
帽
理
論
か
ら
出
資
し
、
調
ば
は

そ
の
現
究
伯
に
描
向
す
る
が
、
そ
の
肝
究
の
材
提
は
劫
同
情
的
一
般
均
揖
理
論
と
呼
刊
日
得
べ
き
も
の
に
、
そ
の
重
要
な
部
分
に
時
で
、
集
大
成
さ
れ
る
に

到
っ
た
。
静
岡
中
的
一
般
均
冊
理
論
を
鰹
碑
理
論
申
究
融
町
出
議
貼
と
す
れ
ば
、
此
の
究
棋
の
同
盟
動
に
到
し
て
今
中
綿
消
費
闘
の
問
題
の
た
め
の
前
誕

本
地
が
形
成
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
か
や
う
な
親
し
い
理
論
的
某
礎
自
樹
立
と
と
も
に
、
僻
消
費
助
用
論
白
惜
系
構
成
は
一
層
徹
底
的
に
考
へ
直
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
第
一
一
一
。
こ
れ
さ
で
の
考
へ
方
に
従
へ
ば
、
終
荷
山
開
請
に
於
け
る
伊
措
的
部
門
と
助
率
的
部
門
と
の
罰
立
は
取
扱
ふ
掛
期
目
相

濯
に
芯
〈
も
の
を
あ
っ
た
。
印
ち
冊
目
明
的
部
門
の
封
裁
は
悶
民
間
消
の
静
止
仕
態
(
明
言
問
S
E
4
M
E
O
)
で
あ
り
、
劫
果
的
部
門
円
封
象
は
そ
の
費
動
過

毘

(
2
5
コね一
3
n
守
2
2品
)
で
あ
っ
た
。
掠
し
な
が
ら
、
か
う
い

t
封
家
の
相
蓮
と
並
ん
で
問
題
を
取
扱
ふ
翻
勤
の
相
惑
が
あ
る
は
干
で
あ
り
、
更
に
最

近
の
支
配
的
見
解
に
組
へ
ば
、
比
白
視
鮎
の
卦
立
こ
そ
、
帯
損
的
(
お
押
さ
の
)
部
門
と
動
車
的
(
身
Z
E
n
)
部
門
ー
と
の
封
立
の
本
質
的
標
識
を
な
す
も
の



で
あ
る
。
(
フ
リ
ツ
シ
ュ

l
例
へ
ぽ
シ
ユ
ム
ペ
1

タ
を
見
ぷ
)
。
持
ら
ぽ
、
比
白
静
岡
市
下
的
現
馳
と
剖
型
的
視
結
と
の
封
立
を
と
り
入
れ
て
考
へ
る
、
と
す

れ
ば
、
掘
調
抑
理
論
に
於
け
る
静
山
品
目
的
部
門
と
動
車
的
諦
門
と
の
開
揮
は
E
ろ
見
ら
る
べ
き
で
あ
る
か
。
更
に
車
、
鯉
同
捜
勤
理
論
。
盟
系
的
構
造
は
E

E

ヲ
考
へ
ら
る
べ
き
で
あ
る
か
。

珊
慌
に
し
て
、
経
済
生
活
白
鵠
の
外
部
的
な
措
法
措
型
化
(
認
済
統
制
円
強
化
)
を
度
外
叫
す
る
と
し
て
も
、
慌
神
賛
助
理
論
そ
札
白
世
町
内
在
的
資
展

ば
縄
神
掛
却
珂
諭
の
位
来
構
成
町
問
題
の
再
検
討
を
要
求
し
つ
つ
あ
る
。
時
も
経
済
漣
勤
理
論
の
最
近
の
渡
院
は
、
此
田
再
検
討
の
徹
底
的
議
行
を
可

情
な
ら
し
め
る
に
到
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
印
ち
、
同
盟
勤
理
論
の
盟
系
構
成
田
問
題
を
担
本
的
に
茸
へ
る
と
と
は
、
車
に
必
要
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

可
措
な
ら
し
め
ら

ι
る
に
到
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
本
摘
に
於
て
鰐
済
費
助
珂
論
の
世
帯
構
成
白
問
題
を
取
扱
ふ
白
出
、
比
白
宮
崎
に
於
て
で
あ
る
c

さ
て
経
情
礎
動
理
論
の
緯
系
榊
成
の
問
題
は
一
一
つ
の
側
面
か
ら
接
近
す
る
と
と
が
出
来
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
二
つ
の
問
題

児
細
分
す
る
己
と
が
出
来
る
。
第
一
。
経
済
努
勤
理
論
の
儒
系
構
成
主
賓
質
的
乃
至
内
容
的
に
考
へ
る
己
と
も
出
来
る
。
経
消
費
動

の
問
題
は
、
そ
れ
が
理
論
的
問
題
と
し
て
定
式
化
さ
れ
た
揚
合
に
於
て
す
ら
、
極
め
て
複
雑
で
あ
り
、
著
る
し
く

E
大
で
あ
る
。
従

っ
て
モ
の
問
題
全
想
主
何
か
或
る
滑
眼
耕
一
つ
だ
け
を
以
て
虎
理

f
る
E
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
卸
ち
、
問
題
庭
理
の
若
限
騎
は
複

敬
的
で
あ
る
。
吾
々
は
経
済
同
盟
動
の
何
ら
か
の
個
別
的
問
題
所
取
扱
ふ
丘
{
晶
っ
て
ず
ら
、
多
く
の
揚
合
、
幾
っ
か
り
着
限
措
主
用
意

せ
ざ
る
を
得
泣
い
。
況
し
て
問
題
群
全
慢
の
庭
理
と
在
れ
ば
街
更
で
あ
る
。
要
す
る
に
吾
々
は
経
済
時
間
動
の
問
題
を
取
扱
ふ
に
営
っ

て
調
は
ピ
視
貼
複
合
慢
を
用
意
せ
ざ
る
を
得
た
い
。
と
と
ろ
で
此
の
観
姑
複
合
鴨
は
如
何
に
秩
序
づ
け
ら
れ
る
か
。
此
の
観
貼
複
合

鴨
は
、
旧
ハ
へ
ら
れ
た
ま
ミ
の
形
に
於
て
は
、
概
め
て
異
質
的
た
若
限
結
上
り
成
立
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
つ
が
、
如
何
た
る
原
理
主
以
て

す
れ
ば
、
此
の
視
制
複
合
樫
に
一
定
の
秩
序
を
賦
興
す
る
と
と
が
出
来
る
か
。

一
居
高
突
の
如
何
た
る
親
結
に
立
脚
す
れ
ば
、
此
等

0
・
も
と
/
¥
異
質
的
な
る
構
成
要
素
の
聞
に
有
機
的
社
る
聯
絡
が
成
立
す
る
か
。
と
れ
が
経
済
礎
動
理
論
。
慢
系
構
成
の
資
質
的
問

題
で
あ
る
。
第
一
一
。
然
し
経
消
費
勤
理
論
の
棺
系
構
成
は
ま
た
形
式
的
に
考
へ
る
己
と
が
出
来
る
。
苦
々
は
経
消
費
勤
理
論
が
取
扱

担
済
担
勤
理
粛
に
於
貯
Z
観
週
白
問
題

部
五
十
凡
巻

五
O 

億
四
観



経
済
抽
出
勤
理
論
に
於
け
る
極
過
の
問
題

第
宜
十
一
八
巻

五
O 

第
四
競

四

ム
問
題
群
を
、

そ
の
寅
質
的
内
容
を
離
れ
て
、

形
式
的
に
分
類
す
る
と
と
が
出
来
る
。

ま
た

そ
れ
ら
の
問
題
白
底
辺
に
つ
い
て

も
、
そ
れ
が
如
何
な
る
資
質
的
若
限
期
か
ら
庭
訓
り
さ
れ
る
か
と
全
〈
無
関
係
忙
、
そ
の
庭
理
方
法
の
形
式
的
側
面
だ
け
に
注
同
し
て

こ
れ
を
分
類
ず
る
こ
と
が
問
来
る
。
更
に
、
斯
様
に
し
て
問
題
及
び
方
法
が
形
式
的
に
分
類
さ
れ
た
揚
合
、
個
々
の
問
題
及
び
方
法

に
針
し
て
E
口
々
は
一
定
の
秩
序
を
典
へ
る
己
と
が
問
来
る
。
生
づ
問
題
と
方
法
と
の
聞
に
蓮
絡
を
興
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。
問
題
庭

珂
の
方
法
の
形
式
的
特
徴
は
問
題
そ
の
も
の
L
形
式
的
情
迭
に
針
隠
せ
し
め
ら
れ
る
。
問
題
が
ど
の
や
う
友
形
式
的
性
質
を
も
つ
が

故
に
問
団
底
辺
白
方
法
は
ど
の
や
う
な
構
造
を
も
つ
に
到
る
か
、
と
の
己
と
が
明
か
に
せ
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
問
題
と
方
法
と

の
閣
の
形
式
的
関
係
が
閣
明
せ
ら
れ
、

己
れ
に
上
っ
て
、
夫
々
の
問
題
及
ぴ
方
法
に
針
癒
す
る
と
こ
ろ
由
、
種
々
の
理
論
の
形
式
的

Jmmが
設
定
さ
れ
得
石
。
弐
に
、
此
等
の
理
論
定
担
に
つ
い
て
そ
の
聞
の
有
機
的
閥
聯
を
規
定
す
る
と
と
が
出
来
る
。
此
等
白
理
論

定
型
は

一
定
。
方
法
的
構
活
に
上
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
同
時
に
ま
た
、

一
定
の
形
式
的
特
徴
を
も
っ
問
題
に
も
封

底
ず
る
。
と
こ
ろ
で
此
等
の
問
題
は
、
経
神
経
勤
現
論
全
慌
の
問
閣
に
劃
し
て
は
、
部
分
的
た
る
問
題
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
白
構
成

要
素
で
あ
る
。
従
っ
て
、
此
等
の
部
分
的
問
題
を
取
扱
ム
諸
々
の
理
論
定
却
一
も
亦
経
桝
同
盟
勤
時
論
全
酬
聞
の
構
成
要
素
で
あ
り
、
そ
れ

が
か
う
い
ふ
構
成
要
素
と
し
て

E
ろ
い
ム
意
義
を
も
つ
か
は
、

そ
の
問
題
の
も
つ
意
義
に
よ
っ
て
直
接
に
規
定
さ
れ
る
。

要
す
る

に
、
個
々
の
珂
論
定
担
は
如
何
な
る
部
分
的
問
題
を
取
扱
ふ
か
、
そ
れ
ら
の
問
題
は
経
桝
鑓
動
白
問
題
全
憾
の
中
で
如
何
た
る
地
位

を
占
め
る
か
、
こ
の
己
と
を
明
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
個
々
の
理
論
定
刻
が
経
桝
礎
動
理
論
の
構
成
製
惑
と
し
て
有
す
る
意
義
が

明
か
し
」
な
る
。

か
や
う
に
し
て
経
済
建
勤
理
論
の
鴨
系
構
成
の
問
題
は
、
賃
質
的
に
と
れ
青
取
扱
ム
亡
と

4
出
来
る
し
、
ま
た
形
式
的
に
己
れ
を

論止
γ
る
こ
と
も
出
来
る
。
己

L
で
は
後
の
-
A
場
か
ら
と
れ
を
取
扱
は
う
と
恩
ふ
。
己
れ
に
上
っ
て
吾
々
は
経
済
獲
勤
理
論
の
方
法
的



構
法
を
明
か
に
し
得
る
と
と
は
い
ふ
ま
で
も
た
い
が
、
然
し
、
た
ピ
モ
れ
だ
け
で
は
註
〈
、
寅
質
的
着
眼
勤
D
謝
立
と
し
て
論
争
さ

れ
来
っ
た
問
題
に
つ
い
て
も

一
居
週
確
に
そ
の
内
容
を
規
定
し
、
問
問
の
正
し
い
解
決
に
一
居
接
近
し
得
る
で
あ
ら
う
。

ふγ
統
べ
た
意
味
に
於
て
経
済
後
動
珂
論
の
椋
系
構
成
を
形
式
的
に
考
察
す
る
に
営
つ
て
は
、
謂
は
む
傾
向
。
問
題

同
高

A
L
L
2
)

乃
至
祇
態
の
問
題

(
N
5
Z
2
-
4
3
5
Z
と
経
過
の
問
題

2
2
-
P
F
A
4
3
F
E
)
と
を
匝
別
す
る
の
が
便
宜
で
あ
る
。
傾
向
の
問

団
と
は
或
る
瞬
間
乃
至
時
期

(
N
E
Zコ
主
)
の
欣
設
に
於
て
如
何
左
る
費
動
傾
向
が
支
配
す
呂
か
の
問
題
で
あ
る
。
経
過
の
問
題
と

{同
a何
回
島
市
ロ

N
O
E
L

は
、
戎
る
期
間
の
間
に
於
け
る
す
子
百
三

2
2『

P
-
f
E
E
経
済
般
況
の
鑓
動
を
考
察
す
る
問
題
で
あ
る
。
現
寅
に
於
て
園
民
経

消
の
欣
世
話
は
時
の
経
過
と
と
も
に
吹
々
に
受
化
を
市
ね
る
。
己
れ
が
経
済
波
動
過
程
で
あ
る
。
経
過
の
問
題
は
此
白
経
済
務
動
過
程

白
酬
帽
を
、
謂
は
Y
時
間
の
幅
を
も
た
せ
て
、
問
遁
と
す
る
。
己
れ
陀
封
し
て
傾
向
の
問
題
は
此
の
経
済
変
動
の
流
れ
を
或
る
一
恥
に

於
て
哉
断
し
、
そ
の
械
断
面
に
現
れ
る
流
れ
の
方
向
を
問
題
と
す
る
。
警
喰
的
に
云
っ
て
、
経
姉
崎
世
動
過
程
を
一
巻
の
フ
ィ
ル
ム
に

警
へ
る
と
す
れ
ば
、
傾
向
の
問
題
は
フ
ィ
ル
ム
の
一
嗣
だ
け
を
問
題
と
す
る
り
で
あ
る
。
フ
ィ
ル
ム
の
一
樹
は
夫
自
艦
、
過
去
を
蔵

し
末
来
を
合
む
で
あ
ら
う
。
此
の
フ
ィ
ル
ム
の
一
闘
を
週
じ
て
過
去
か
ら
未
来
へ
白
溌
動
傾
向
を
察
知
す
る
こ
と
が
傾
向
の
問
題
で

あ
る
。勿

論
此
の
二
つ
の
問
題
の
聞
に
は
極
め
て
緊
密
友
関
係
が
あ
る
。
第
一
に
、

一
巻
の
映
聾
が
多
数
の
葺
面
か
ら
成
立
つ
の
と
同
様

民
、
経
過
そ
の
も
の
は
放
態
の
持
続
し
た
系
刊
で
あ
る
。
従
っ
て
経
過
の
問
題
の
解
決
は
必
然
に
傾
向
の
問
題
の
解
決
を
含
む
で
ゐ

る
。
或
ろ
期
間
中
忙
物
慣
が
騰
貴
し
た
こ
と
は

そ
の
期
間
内
の
夫
々
の
時
貼
に
於
て
物
倒
勝
目
見
が
行
は
れ
た
と
と
を
含
む
で
ゐ

る
。
第
二
に
、
夫
々
の
時
黙
に
於
で
ど
ろ
い
ふ
受
動
傾
向
が
あ
る
か

y
b
か
れ
ば
、
或
る
朔
問
中
、
と
う
い
ふ
努
動
が
行
は
れ
る
か

鯉
済
閣
盟
副
理
論
に
於
け
る
経
過
の
問
題

第
五
十
八
巻

五
O
三

第
四
競

五



溜
済
建
劫
理
粛
に
於
け
る
摺
過
白
河
撞

tm克
十

凡

巻

五

O
四

務
回
調

占，、

も
、
そ
れ
か
ら
結
果
ず
る
は
十
で
あ
る
白
従
っ
て
何
向
の
問
題
の
解
決
か
ら
経
過
の
問
題
の
解
決
が
導
出
さ
れ
得
る
は
十
で
あ
る
。

此
の
ご
つ
の
問
唖
の
聞
に
ほ
か
う
い
ふ
開
係
が
存
在
す
る
以
上
、
此
の
二
つ
の
問
題
の
匝
別
は
別
に
資
質
的
投
果
を
枠
は
由
や
う
に

見
え
る
ロ

然
し
、
己
れ
士
で
に
形
成
さ
れ
た
経
済
建
勤
理
論
を
一
歩
立
入
っ
て
考
察
す
る
と
、
此
の
一
一
つ
の
問
題
の
匝
別
が
決
し
て
無
益
で

な
い
と
と
が
わ
か
る
。
夫
々
の
理
論
が
第
一
究
的
に
解
決
し
ょ
っ
と
す
る
問
題
が
、
傾
向
の
問
溜
と
経
過
の
問
溜
と
の
う
ち
、
そ
の

河
れ
で
あ
る
か
、
忙
よ
っ
て
理
論
。
権
法
が
著
し
く
異
な
っ
て
来
る
。
い
ま
.
傾
向
の
問
題
を
第
一
吠
的
陀
解
決
し
上
う
と
す
る
型

。
理
論
を
欣
悠
理
論
(
N
H

拐
さ
芸
P
2
5
W
5
2
4
2
2
2
3
2弓
2
Z
)
と
呼
ぴ
、
経
過
の
問
題
を
第
て
突
的
に
解
決
し
上
う
と
す

Z
型

の
理
論
bz
経
過
環
論
(
〈
Z
2
2ち
3
2
3
Z
2弓

L
T
2
3
5
E
M
m
)
と
呼
ふ
と
す
れ
ば
、
此
の
二
つ
の
地
の
理
論
の
間
に
ほ
可
成
瀬

著
た
相
注
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
同
然
も
此
の
相
準
は
草
に
と
れ
ま
で
形
成
さ
れ
た
理
論
の
上
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
は
左
い
。
此

の
二
つ
の
型
の
珂
論
の
相
違
は
第
一
戎
的
に
取
扱
ふ
問
題
の
相
違
と
不
可
分
の
開
係
を
も
つ
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
此
の
意
味
陀
於

て
間
向
の
問
題
と
経
過
の
問
題
と
を
匝
別
し
、
こ
れ
に
際
巴
て
欣
態
珂
論
と
経
過
珂
論
と
を
匝
別
す
る
と
と
は
殻
果
的
で
あ
る
。
勿

l識

経
過
の
問
題
。
紋
態
相
持
論
的

己
主
門
戸
】
王
丸
一
回
。
。
吋
2
5《
『

解
決
と
い
ふ
も
り
も
あ
り
得
る
し
、

ま
た
傾
向
の
問
題
の
経
過
理
論
的

Z
ユロ一
MT[
一括
2
0
E
E
M
解
決
と
い
ふ
も
の
も
存
在
可
能
で
あ
る
。
然
し
、
そ
の
と
と
は
此
の
匝
別
を
無
意
義
た
ら
し
め
る
も
の
で
は
決

し
て
左
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
欣
態
理
論
と
は
一
徳
如
何
在
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
構
遣
は
傾
向
の
問
題
に

E
う
封
臆
す
る
か
。
ま
た
経
過
の
理
論
と

は
一
一
時
如
初
な
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
構
造
は
経
過
の
問
題
と
ど
う
叫
制
限
す
る
か
。

E

L
で
は
、

特

ι後
者
に
力
紺
を
置
き
左
が

ち
、
此
の
問
題
を
考
へ
で
見
度
い
と
思
ム
。
順
序
ム
一
し
で
先
づ
前
者
に
つ
い
て
概
槻
を
試
み
よ
う
。
傾
向
の
問
題
と
は
如
何
た
る
も



。
で
あ
り
、
駅
態
の
理
論
と
は
如
何
在
る
も
の
で
あ
る
か
。
と
れ
に
つ
い
て
は
、
多
く
む
人
々
に
現
知
と
思
は
れ
る
簡
単
読
史
的
知
識

に
よ
り
な
が
ら
議
論
主
進
め
る
の
が
便
宜
と
思
は
れ
る
。

さ
て
準
設
史
的
に
見
た
場
合
、
岡
崎
向
の
間
湿
の
最
も
代
長
的
・
槌
範
的
な
る
も
の
は
、
ヴ
ィ
ク
ヒ
ル
的
課
夜
過
程
の
問
題
、
即
ち

貨
幣
的
均
備
の
開
通
で
あ
る
。
明
知
の
如
く
ヴ
イ
ク
セ
心
の

F
一
常
利
子
歩
合
の
概
念
は
、
債
格
水
準
の
如
何
な
る
竣
動
傾
向
が
そ
の

時
々
の
際
問
的
市
場
校
況
を
支
配
す
る
か
、
の
問
閣
に
待
へ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
帥
ち
、
貨
幣
利
子
歩
合
乃
至
貸
付
利
L
J
歩
合

が
疋
常
利
子
場
合
よ
り
低
い
左
ら
ば
、
債
権
水
準
ば
上
昇
傾
向
を
有
し
、
逆
に
、
貨
幣
利
子
歩
合
が
正
常
利
子
歩
合
よ
り
高
い
友
ら

ば
、
慣
機
水
準
は
下
降
傾
向
を
有
ず
る
。
と
れ
が
ゲ
イ
グ
セ
ん
の
貨
幣
的
均
衡
の
理
論
の
主
要
内
容
で
あ
る
こ
と
は
い
ム
ま
で
も
な

い
が
、

E
L
で
ヴ
イ
ク
セ
ル
が
問
調
と
じ
た
も
の
は
、
明
か
に
、
吾
々
が
先
に
「
傾
向
の
問
題
」
と
呼
ん
だ
も
の
に
他
友
ら
や
、
従
つ

て
士
た
そ
の
貨
幣
的
均
衡
の
理
論
は
吾
々
の
所
謂
状
態
瑚
論
に
局
す
る
も
の
で
あ
る
。

己
の
こ
と
は
ミ
ユ
ル
ダ
ア
ん
に
於
け
る
ヴ
イ

ク
ゼ
ル
理
論
の
徹
底
純
化
を
見
れ
ば
、

題
と
し
て
の
性
質
は
一
屠
明
瞭
に
呈
示
さ
れ
て
ゐ
る
白
で
あ
る
。

一
居
明
瞭
で
あ
る
。
即
ち
、
ミ
品
ル
グ
ア
ル
に
於
て
は
、
貨
幣
的
均
衡
の
問
題
の
傾
向
の
問

ケ
イ
ン
ズ
の
問
題
、
特
に
波
が
「
一
般
理
論
」
で
取
扱
っ
た
問
題
も
同
様
の
現
角
か
ら
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
彼
が
「
一
般
理
論
」
で

取
扱
っ
た
問
題
は
、
周
知
の
如
く
、
そ
の
時
々
の
貨
幣
放
目
E
D
増
減
が
そ
の
時
々
の
有
殻
需
要
(
或
は
、
生
産
高
、
足
惰
量
、
情
椅
水
準
)

に
如
何
友
る
影
響

P
及
ず
か
で
あ
っ
た
。
此
の
解
答
に
於
て
ケ
イ
ン
ズ
は
、
流
動
性
選
揮
、
資
本
の
限
界
能
率
、
消
費
性
向
の
三
つ

の
潤
立
嬉
数
、
印
ち
彼
の
所
謂
流
動
性
因
子

(
Z
E
-
-
4
T
E『
)
を
と
り
出
し
て
、

己
れ
を
詳
細
に
分
析
す
る
が
、
か
弓
い
ム
資
質
的

左
勃
は
E
L
で
白
問
題
で
は
な
い
。
兎
に
角
モ
れ
は
、
戎
る
瞬
間
白
扶
態
に
於
け
る
貨
幣
数
量
と
有
数
需
要
と
の
闘
係
を
取
扱
ひ
、

経
済
建
動
の
経
過
を
問
題
外
に
置
く
知
に
於
て
吾
々
の
所
謂
欣
態
理
論
に
他
な
ら
ね
で
あ
ら
う
。
勿
論
ケ
イ
ン
ズ
の
ご
般
理
論
」
の

経
済
捜
勤
理
論
に
於
け
る
鰹
過
の
問
題

tw
五
十
凡
巻

Z
O
五

第
四
抗

七



揮
済
費
助
理
請
に
於
け
る
経
過
申
問
題

第
五
十
凡
巻

五

O
六

俸
四
旗

F又

凡
で
が
欣
態
現
論
で
あ
る
と
云
ム
左
ら
ぽ
、
明
か
に
誇
張
に
失
ず
る
。
例
へ
ぽ
「
現
に
ケ
イ

Y

1
は
景
気
循
袋
の
経
過
を
分
析
し
亡

ゐ
る
。
然
し
乍
ら
、
此
の
景
気
循
環
。
取
扱
ひ
は
、
上
記
の
如
く
に
し
て
構
成
さ
れ
た
朕
態
理
論
の
陪
用
に
他
友
ら
友
い
。
調
は
ど

そ
れ
は
、
経
過
の
問
題
。

N
5
宣
言
Z
Z
E
E
-切
の
一
戸
た
解
決
で
あ
っ
て
唱

z
L
P
A「円
7
0
2
Z
R
r
た
解
決
で
は
な
い
。
此
の
意
味
に
於
て

「
一
般
珂
論
」
の
援
心
を
在
す
理
論
は
吾
々
。
所
謂
朕
態
理
論
た
円
。
性
質
を
山
市
が
て
ゐ
る
と
一
五
ム
己
と
が
出
来
る
。

一
般
に
料
神
賛
助
珂
諭
は
居
他
の
外
部
的
目
的
(
例
へ
ば
統
計
的
研
究
)
の
た
め
由
補
助
的
手
段
と
し
で
榊
成
さ
れ
る
が
、
快
態
酬
明
請
は
特
に
短
期
的

町
内
抑
止
策
(
就
中
免
措
山
政
策
)
に
役
立
つ
如
〈
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
搬
〈
な
い
。
い
ふ
ま
で
も
な
く
政
策
は
何
ら
恥
の
脈
惑
の
人
館
的
鑓
化

E
目
標
と
す

る
。
短
別
的
属
持
政
策
に
於
て
は
、
県
へ
ら
れ
た
欣
惑
を
羽
る
特
定
目
方
向
に
、
々
の
並
行
の
限
度
を
問
ふ
こ
と
な
〈
、
同
型
化
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ

る
。
と
こ
ろ
で
決
理
由
珂
請
は
恰
も
此
の
張
求
に
遁
す
る
も
の
で
あ
り
、
空
た
曲
目
要
求
に
遁
す
る
如
〈
構
成
せ
ら
れ
る
。
蓋
し
、
そ
れ
は
一
定
の
政

策
的
手
段
に
よ
っ
て
如
何
な
る
決
麗
の
強
化
が
生
ず
る

h
E
示
す
ト
ら
で
あ
る
。
相
川
市
此
の
場
合
、
股
憩
理
論
は
比
四
捜
酌
が
如
何
な
る
程
度
ま
で
並

行
十
る
跡
、
は
示
し
件
な
い
。
然
し
、
短
期
的
政
策
は
た
だ
或
る
方
向
へ
由
鑓
化
し
か
意
調
し
な
い
か
ら
、
此
の
と
ム
は
、
短
期
的
政
策
に
と
っ
て
は

不
型
な
の
で
あ
る
。
|
|
時
期
的
理
問
政
策
と
股
躍
珂
摘
。
と
は
期
様
な
連
絡
を
有
す
る
が
、
ゲ
イ
ク
セ
ル
及
び
ケ
イ
ン
ズ
の
理
論
は
此
の
閥
帽
の
例
諮

と
し
て
見
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

さ
て
ワ
ル
ラ
ス
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
静
率
的
一
般
均
衡
理
論
の
根
本
的
清
限
蛤
の
一
つ
は
次
の
如
き
も
D
で

あ

る

。

そ

の

時

々
の
市
場
に
於
て
夫
々
の
絞
品
川
的
数
量
今
己
れ
を
「
倒
格
」
で
代
表
せ
し
め
る
ほ
一
定
の
一
義
的
に
確
定
し
た
数
値
を
取
っ
て
ゐ

る
。
そ
れ
ら
が
そ
の
時
々
に
於
℃
一
義
的
に
昨
定
し
て
ゐ
る
以
上
、
そ
の
決
定
保
件
を
方
程
式
の
形
で
表
現
す
る
た
ら
ば
、
此
の
方

四
閉
式
の
教
は
、

未
知
数
た
る
侃
格
の
数
と
完
全
に

一
致
ず
弓
舎
で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
も
多
〈
も
在
け
れ
ば
、

少
〈
も
友
い
筈
で
あ

3
0
 
一
般
均
術
理
論
は
か
う
い
ふ
方
程
式
の
シ
ス
テ
ム
の
形
ち
に
於
て
岡
田
格
決
定
機
同
仰
を
記
漣
・
把
捜
せ
ん
と
す
る
も
の
に
他
な
ら

な
い
。
静
皐
的
一
般
均
術
理
論
白
根
本
の
い
市
限
結
の
一
つ
は
か
く
の
如
〈
で
あ
る
が
、
此
の
着
限
知
を
主
口
々
の
所
稲
川
肌
態
現
品
一
酬
に
麹

刑
す
る
と
き
、
吾
々
は

E
L
K
勤
務
的
一
般
均
衡
の
理
論
と
も
云
ム
ベ
青
も
の
に
到
註
す
る
。
時
型
動
過
程
忙
於
て
と
離
も
、
そ
の
時
，



々
丹
凝
閥
的
状
況
に
於
て
は
、
債
権
は
一
造
的
に
確
定
し
た
値
を
と
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
吾
々
は
未
知
数
の
数
陀
等
し
い
方
程
式
の

シ
ス
テ
ム
を
も
っ
て
此
の
債
格
の
決
定
機
権
主
読
明
し
得
る
符
で
あ
る
。
更
に
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
週
営
に
簡
単
化
さ
れ
た
経
済

の
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て
巧
へ
る
な
ら
ぽ
、
部
事
的
一
般
均
街
四
論
に
於
け
る
と
同
慌
に
、
個
々
の
市
場
券
加
者

(
個
々
の
家
計
・
個
々

の
't浩
)
の
個
別
的
市
場
行
動
(
細
別
的
官
接
・
個
別
的
併
治
)
E
M
r
素
と
し
て
含
む
方
程
式
の
シ
ス
テ
ム
を
樹
立
し
得
、
更
に
此
等
の
行

品
目
を
、
目
的
合
理
的
に
行
鴻
寸
る
主
慨
を
理
怨
ず
る
己
と
に
よ
っ
て
、
謂
は
ピ
叡
知
的
明
詮

(
5
5
m
Z
E
-
o
F
d
a
B吋
)
を
以
て
法
則

的
に
珂
併
し
得
る
の
で
あ
る
。
現
代
の
経
済
鑓
勤
理
1

一
川
は
既
に
此
の
意
味
の
動
山
型
的
一
般
均
術
理
論
を
樹
立
す
る
に
成
功
し
て
ゐ
る

(
例
へ
ば
、
フ
リ
ツ
シ
ュ
、
ゲ
オ
ー
ル

E

へ
、
ヒ
ツ
ク
ス
な
主
が
、
明
か
に
此
の
動
事
的
一
般
均
術
珂
請
は

mm態
理
論
の
最
も
槌
範
的
左
右
構

成
と
見
ら
れ
得
る
。
例
へ
ば
、
ヒ
ヴ
ク
ス
は
モ
の
動
車
問
一
般
均
術
理
論

E
利
用
し
て
ず
イ
タ
セ
ル
理
織
の
再
構
成
を
試
み
る
が
、

と
の
E

1

F
一
は
動
態
的
一
般
均
街
明
論
の
欣
態
の
明
論
と
し
て
の
性
質
を
示
す
も
の
と
云
へ
上
う
。

到
県
的
一
組
均
揖
珂
論
的
帯
型
的
一
般
均
情
珂
請
に
封
ず
る
一
つ
の
重
要
な
棉
症
鮎
は
需
嬰
函
数
回
構
造
に
あ
る
。
(
供
給
函
数
の
構
遣
に
つ
い
て

た
同
様
の
こ
と
が
云
は
れ
得
る
J

純
例
措
盟
問
週
間
円
四
買
に
照
陪
し
て
、
市
場
参
加
者
町
市
場
に
於
け
る
行
劫
は
そ
の
荊
車
に
到
す
る
見
込
み
(
例

へ
ば
、
間
格
時
立
の
見
込
、
例
格
下
詳
の
見
込
な
ど
)
に
左
右
さ
れ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
従
づ
て
そ
の
需
要
は
、
静
血
中
的
一
般
均
揖
理
論
に
於
け
る
如

〈
、
市
に
日
前
の
伺
事
b
f百
社
た
る
に
止
ま
ら
ず
、
環
怨
悦
陪
円
前
数
で
も
あ
る
。
(
例
へ
ば
、
ケ
イ
シ
ズ
に
於
げ
る
涜
動
性
接
持
函
致
、
投
費
需
要

国
技
を
見
ぷ
)
。
従
っ
て
所
訓
「
荷
斐
川
様
」
(
需
型
設
と
目
前
の
伺
陥
と
を
向
原
と
す
る
平
面
叫
椋
)
は
、
他
の
事
情
同
一
な

p
と
ナ
る
も
、
強
想
に
よ

っ
で
、
そ
の
伏
位
指
肢
を
共
に
ナ
る
に
到
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
静
柏
市
中
的
一
般
均
街
開
請
に
所
前
県
件
(
欲
望
の
扶
想
・
生
産
婆
素
供
給
量
・
技

術
水
準
)
が
一
定
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
均
時
は
一
義
的
に
確
定
し
な
い
。
情
格
理
想
が
典
件
と
し
て
加
っ
て
始
め
て
均
揖
は
一
義
的
に

確
定
す
る
。

需
mr
幽
設
の
玩
扱
ひ
に
於
て
、
動
性
的
一
砲
均
揖
理
論
と
静
端
的
一
絞
均
街
理
論
と
は
h
〈
の
如
き
相
惑
を
有
す
る
。
然
し
、
そ
の
他
の
駄
に
於
て

は
、
此
山
雨
者
は
日
一
白
方
針
に
従
ひ
得
る
。
従
っ
て
部
地
子
的
一
般
均
衡
明
論
は
、
静
端
的
一
般
均
衡
押
一
論
と
同
様
に
、
需
要
函
祉
品
構
遣
を
明
か
に

す
る
こ
と
が
出
来
る
。
到
準
的
一
般
均
荷
叩
川
市
酬
の
理
論
的
君
誕
の
一
つ
は
此
の
勘
に
あ
る
。
去
し
、
需
要
函
抵
の
構
造
田
理
解
は
債
格
捜
却
の
理
解
白

誕
開
摘
出
勤
理
論
に
於
け
る
経
過
の
問
題

保
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担
漕
鑓
動
開
前
に
於
け
る
艇
過
の
問
題

第
五
十
八
巻

五
O
凡

第
四
競

。

某
礎
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
c

前
節
に
於
て
吾
々
は
、
吾
首
、
の
所
謂
「
傾
向
の
問
題
」
並
び
に
「
欣
態
理
論
」
が
何
で
あ
る
か
を
、
間
午
読
史
的
展
開
に
関
聯
し
て
、
明

か
に
し
、
更
に
吾
々
の
所
謂
動
接
的
一
般
均
衡
理
論
が
此
の
四
論
の
最
も
完
成
さ
れ
た
姿
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
さ
て
、

動
車
的
一
般
均
術
思
論
は
、
判
川
か
に
、
的
接
的
一
般
均
衡
現
論
の
最
も
純
粋
友
る
動
撃
的
後
展
で
あ
り
、
更
に
経
済
時
現
勤
理
論
に
闘

ず
る
最
近
の
研
究
の
成
市
川
の
大
部
分
を
際
系
的
に
集
大
成
し
売
も
の
で
あ
る
。
然
し
、
か
〈
の
如
き
勤
務
的
一
般
均
衡
理
論
を
以
て

経
済
竣
動
の
問
題
の
完
全
た
る
解
決
と
君
倣
し
得
る
で
あ
ら
ろ
か
。

以
上
自
話
別
に
よ
っ
て
明
恥
な
宇
う
に
、
動
型
的
一
般
向
街
即
諭
は
再
々
。
所
市
山
肌
理
珂
清
白
或
る
特
殊
白
場
合
に
過
ぎ
な
い
。
然
し
、
且
下
、
傾

向
の
問
題
及
び
扶
患
の
理
論
と
の
釘
置
に
於
て
「
料
過
白
問
題
」
並
び
に
「
印
刷
過
盟
諸
」
白
性
質
正
明
か
に
す
る
に
引
っ
て
、
菩
々
は
勤
畢
的
一
般
均
揖
理

論
を
以
て
川
加
盟
珂
諭
一
般
を
代
表
せ
し
め
よ
う
ξ

思
ふ
。
茸
L
、
到
明
的
一
般
均
衡
珂
請
は
、
一
方
に
於
て
扱
盟
問
諭
白
最
も
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
と
も
に
、
他
方
に
於
て
そ
の
珂
論
的
性
質
が
桶
め
で
明
確
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ふ
ま
で
も
な
く
、
経
持
経
勤
理
論
の
課
題
は
、
現
貨
の
経
情
勢
動
の
槻
察
に
立
脚
し
て
、
現
寅
の
経
消
挺
動
の
説
明
に
有
殻
遁

切
た
る
説
明
間
式
を
俳
戚
ず
る
こ
と
に
あ
る
。
従
っ
て
、
経
桝
愛
勤
理
論
の
究
根
の
説
明
目
棋
は
、
墜
に
閣
民
経
岨
何
の
そ
の
時
々
の

瞬
間
的
欣
態
に
有
す
る
の
み
で
危
ぐ
、
多
か
れ
少
か
れ
、
或
る
朔
聞
に
亙
る
と
と
ろ
の
経
済
縫
動
の
経
過
そ
の
も
の
で
あ
る
。
経
済

円
埼
勤
理
論
の
悶
有
の
問
題
は
、
謂
は
ピ
、
「
経
過
の
問
題
」
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

と
己
ろ
で
動
率
的
一
般
均
衡
理
論
は
、
上
忙
示
し

た
如
く
、
そ
れ
自
慢
と
し
て
は
或
る
限
聞
の
欣
態
の
記
述
に
止
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
以
て
経
品
川
鑓
動
の
経
過
を
説
明
す
る

こ
と
が
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
ら
う
か

3

今
此
の
貼
に
つ
い
て
芳
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。
査
し
、
此
の
考
察
に
よ
っ
て
「
経
過
D

問
題
」
並
び
主
総
温
理
論
」
の
性
質
に
つ
い
て
一
居
遁
硝
宏
明
ぺ
併
が
得
ら
れ
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。



吾
々
が
経
済
穂
動
明
諭
の
研
究
に
若
手
す
る
場
合
、
経
済
鑓
動
の
現
貸
の
経
過
を
示
寸
も
の
と
し
て
先
づ
吾
々
に
奥
へ
ら
れ
る
も

の

は

い
ふ
ま
で
も
な
〈
、
符
干
個
の
経
済
的
数
量
に
閥
ず
る
時
系
列
の
集
ま
り
、
謂
は
ピ
時
系
列
複
合
剛
胆
で
あ
る
。

と
と
る
で
、

一
方
に
於
て
、

此
の
時
系
列
陀
よ
っ
て
示
さ
れ
ろ
経
済
的
教
室
は
大
部
分
闘
民
経
憐
金
槌
に
闘
す
る
数
量
、

謂
は
い
h
E
刑
制
的
数
量

(
3
2乙
品
問
耳
目

2
-
3
2
L
2
5。
5n)
で
あ
り
、
他
方
に
於
て
経
済
時
現
動
明
論
が
涜
明
の
目
標
と
す
る
と
E
ろ
も
亦
、
図
民
経
済
企
惜

の
脅
助
、
従
っ
て
斯
の
如
き

E
淵
的
数
量
の
鍵
動
で
あ
る
。
か
〈
D
如
〈
、
経
済
時
世
動
現
論
に
於
て
は
謂
は

y
E
説
的
数
4
n
M
柳
闘
が

問
題
の
針
伯
棋
を
形
成
す
る
が
、
既
遁
の
如
〈
、
個
々
の
経
桝
主
憾
の
行
動
の
分
析
か
ら
出
裂
す
る
、
(
謂
は
ば
徴
制
的
に
構
成
さ
れ
た
る
)
‘

動
皐
的
一
般
均
衡
理
論
を
以
で
し
て
は
、
か
く
の
知
書

E
閥
的
数
量
の
分
析
は
著
る
し
〈
困
難
で
あ
る
。
成
程
、

E
閥
的
数
量
は
徴

同
帆
的
数
量
の
綿
和
で
あ
h
y
、
文
化
科
墜
と
し
て
の
経
消
出
論
は

E
繭
的
数
量
を
現
解
さ
れ
得
る
個
々
の
経
済
主
憾
の
行
動
の
線
和
と

し
て
把
提
ず
る
己
、
ど
を
要
求
す
る
。
然
し
、
動
接
的
一
政
均
街
理
論
に
於
て
は
、
静
墜
的
一
般
均
衡
理
論
に
於
け
る
と
同
様
忙
、
経

済
主
曜
は
、
謂
は
い

h

「
目
的
合
理
的
」
に
行
筋
ず
る
主
税
と
い
ふ
形
式
的
側
面
に
於
て
定
羽
化
さ
れ
て
ゐ
る
に
止
ま
る
。
そ
の
他
の
側

、
面
に
於
て
は
経
済
主
悼
の
行
動
様
式
は
殆
ん
ど
無
規
定
に
止
っ
て
ゐ
る
。
現
貨
の
示
す
と
乙
ろ
に
上
れ
ば
、
経
梢
主
躍
の
行
動
様
式

は
、
内
界
的
忙
は
、
貨
に
多
程
多
様
で
あ
り
得
る
。
か
〈
の
如
〈
、
経
済
主
憾
の
行
動
様
式
に
つ
い
て
内
容
的
制
限
を
栂
小
化
し
、

能
ム
直
り
斑
汎
に
し
て
且
一
般
的
在
る
遁
用
可
能
性
を
有
す
る
貼
に
動
皐
的
一
般
均
衡
理
論
の
方
法
的
特
徴
が
あ
る
わ
け
で
あ
る

が
、
然
し
斯
持
た
仕
方
で
分
析
さ
れ
た
個
々
の
経
済
主
慌
の
行
動
か
ら

E
説
的
数
量
の
費
動
宇
一
導
き
出
す
E
と
は
、
原
理
的
に
困
難

で
あ
る
3

査
し
、
個
々
の
経
済
主
惜
の
行
動
は
著
る
し
〈
異
質
的
た
り
得
る
結
果
、
そ
の
綿
和
の
動
き
が
一
義
的
に
規
定
し
得
ら
れ

ぬ
場
合
が
恨
め
て
多
い
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て

一
般
に
は
、
微
肌
的
に
構
成
さ
れ
た
る
動
態
的
一
般
均
衡
現
論
の
分
析
か
ら
は

E

腕
的
数
量
の
費
動
モ
の
も
の
は
導
出
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

将
開
錘
勤
理
論
に
於
け
る
経
過
の
問
題

t
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調
消
費
劫
珂
論
に
於
げ
る
掴
過
D
同
組

帝
王
十
八
番

三五

O 

策
四
現

か
〈
の
知
〈
、
経
過
の
問
題
。
分
析
に
於
て
は
、
菩
々
は
勤
務
的
一
般
均
術
理
論
が
一
本
ず
如
き
微
胡
的
数
円
V
M仰
閣
の
分
析
だ
け
で

は
不
だ
八
A

で
あ
る
a

此
心
意
味
に
於
て
、

E
叫
的
故
主
聯
凶
を
目
減
的
数
是
聯
胤
そ
の
ま
t

、
の
形
に
於
て
分
析
す
る
こ
と
を
経
過
の

川
川
閣
は
要
求
す
る
と
も
一
五
び
得
る
の
然
し
、
か
ぐ
古
へ
ば
と
て
、
経
過
の
問
題
は
、
瑚
解
白
方
法
、
部
ち
、
方
法
論
的
個
人
主
義
の

立
場
そ
の
も
心
、
廃
棄
を
要
求
す
る
と
考
へ
ら
る
べ
き
で
は
な
い
。
害
々
は
耳
目
帆
的
故
量
の
勤
き
の
背
後
に
個
々
の
経
済
主
惜
の
行

品
目
動
機
を
考
へ
得
3
と
と
い
ふ
ま
で
も
な
〈
、
百
叫
的
数
百
五
の
動
き
は
常
に
此
の
個
々
の
経
済
主
偲
忙
よ
っ
て
主
観
的
に
思
念
さ
れ

て
ゐ
る
意
味
櫛
閣
か
ら
迎
解
さ
れ
ね
ば
た
ら
ね
。

た
刊
、
此
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
動
事
的
一
般
均
衡
理
請
に
於
け
る
知
く
‘
行
矯
様
式

は
「
目
的
合
現
的
」
と
い
ふ
形
式
的
側
面
の
み
か
ら
規
定
さ
れ
る
に
止
る
と
と
は
出
来
た
h
o

本
町
也
、
内
容
的
に
、
経
内

t
憾
の
型
が

定
地
化
さ
れ
(
例
「
ぱ
「
平
均
型
』
、
此
の
内
容
的
に
定
羽
化
さ
れ
た
意
味
聯
闘
か
ら
、
個
々
の
経
済
主
帽
の
行
動
産
ぴ

E
刷
的
数
回
互
の

引
き
が
珂
解
さ
れ
る
己
と
L
な
る
で
あ
ら
う
。
懐
古
す
れ
ば
、
理
論
が

E
叫
的
陀
構
成
さ
れ
る
か
、
被
淵
的
に
椛
成
さ
れ
る
か
、
と

い
ふ
と
と
は
、
方
法
論
的
個
人
主
義
の
立
揚
が
貫
か
れ
る
か
と
う
か
と
は
全
〈
無
聞
係
で
あ
り
、
方
法
論
的
個
人
主
義
の
立
場
虻
立

つ
琵
川
町
的
な
る
理
論
構
成
も
可
能
で
あ
る
が
、
経
過
源
論
に
妥
求
さ
れ
る
珂
論
榊
成
は
恰
も
か
〈
げ
如
き
暁
論
椛
成
左
の
で
あ
る
。

要
十
る
に
、
経
遁
理
論
に
於
で
は
動
醐
学
的
一
般
均
衡
想
論
に
於
け
る
よ
り
も
一
厨
詳
細
に
規
定
さ
れ
た
内
容
的
特
徴
を
有
ず
る
主
惜

類
型
を
偲
設
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
り
、
経
過
現
論
ほ
か
ha

る
主
鰻
類
裂
の
仮
設
を
通
じ
て
巨
倒
的
数
量
の
替
動
を
理
解
し
得
る
に

到
る
の
で
あ
る
。

比
申
内
非
的
(
遅
出
的
)
な
る
主
捜
定
却
の
設
定
と
い
ふ
こ
と
と
閣
聯
し
て
経
過
理
論
に
焚
け
る
環
想
要
素
O
E
挽
ひ
が
注
意
さ
れ
る
。
抵
遮
昭
如

M
Z

ア
タ

〈
、
胡
川
情
的
一
般
均
街
理
論
に
於
て
は
唱
団
想
は
奥
件
。
一
つ
を
形
成
す
る
。
甑
遁
白
問
題
に
於
て
も
、
そ
田
内
部
に
世
け
る
瞬
間
的
般
埠
に
づ
い
て
考

へ
る
限
n
y

、
売
・
々
白
樫
神
主
盟
閉
そ
目
時
間
に
於
げ
る
嘩
想
は
品
川
四
世
碍
件
。
一
っ
と
し
て
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
持
し
、
主
控
が
如
河
な
る
理
想
を

も一
V

品
、
と
い
ふ
こ
と
は
、
明
か
に
過
去
白
根
験
に
依
宿
す
る
。
従
す
て
、
個
々
回
瞬
間
白
欣
惑
に
つ
い
て
で
は
な
〈
、
拒
週
金
控
に
つ
い
で
考
へ
る



な
ら
ば
、
斑
忽
は
最
早
輿
件
で
は
な
〈
、
被
決
定
因
子
白
一
つ
と
な
る
。
輯
ら
ぽ
、
一
定
白
樺
鴎
Jm
興
で
b
れ
た
場
合
、
そ
白
函
教
と
し
て
、
如
何
な

る
泳
忽
ポ
政
成
さ
れ
る
か
。
裡
温
白
問
題
に
答
へ
る
た
め
に
は
、
比
の
勃
に
つ
い
て
何
ら
品
目
反
作
用
D
型
を
考
へ
ざ
る
彰
一
得
な
い
が
、
か
う
い
ふ
型

の
之
a
Z
1
、
こ
こ
に
内
週
と
し
た
畑
ヨ
、
主
世

m
内
丸
川
的
持
役
づ
げ
に
也
な
ら
白
で
あ
ら
う
。

h
認
の
如
〈
、
経
過
の
問
題
を
解
決
せ
ん
が
だ
め
に
は
、
理
論
を
マ
ク
ロ
ス
コ
ピ
ッ
ク
に
構
成
し
、
経
済
主
鴨
白
行
動
様
式
に
つ

い
て
一
同
庁
内
山
格
的
友
分
析
が
試
み
ら
れ
ぬ
ば
な
ら
ぬ
が
、
然
し
た
ピ
己
れ
だ
け
の
修
E
で
経
過
の
問
題
が
解
決
し
悉
さ
れ
る
わ
け
で

は
在
い
。
吠
に
此
の
結
に
つ
い
て
最
も
決
定
的
と
思
は
れ
る
事
柄
を
銭
べ
よ
う
。

先
づ
陵
め
注
意
を
要
す
る
と
と
は
、
経
済
建
勤
理
論
が
そ
の
研
究
針
象
と
ず
る
近
代
園
民
経
済
は
、
モ
の
構
造
に
於

τ、
結
え
ぎ

ろ
脅
動
に
場
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
3
0
勿
論
近
代
閣
民
経
持
は
、
そ
れ
が
近
代
剛
氏
経
済
で
あ
る
以
上
、

一
方
に
於
て
モ
れ
を

民
ず
る
特
徴
を
も
っ
て
ゐ
る
。
然
し
他
国
に
於
て
、
そ
れ
を
特
徴
づ
け
る
要
素
的
純
型
は
絶
え
中
努
化
し
つ
L

あ
る
。
例
へ
ば
、
近

代
資
本
主
義
経
済
は
近
代
園
民
経
済
の
一
つ
の
特
殊
の
場
合
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
此
の
近
代
資
本
主
義
経
済
へ
の
近
代
園
民
経
済
U

接
近
白
程
度
一
は
時
代
よ
っ
て
種
々
異
っ
て
ゐ
る
。

さ
て
経
過
の
問
題
の
考
察
に
営
っ
て
吾
々
は
、
現
賓
の
経
済
時
系
列
の
う
ち
を
不
さ
れ
た
規
則
的
事
賃

E
以
て
そ
の
理
論
的
分
析

の
出
妥
結
と
す
る
。
白
ち
、
此
等
の
規
則
的
事
貨
の
適
用
に
よ
っ
て
時
系
列
複
合
慢
と
し
て
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
図
民
経
済
会
穏
の
措
置

動
を
説
明
す
る
。
従
っ
て
、
此
の
揚
合
、
此
等
の
経
験
的
蓋
然
的
規
則
は
請
は
ど
理
論
的
法
則
た
る
位
置

k
tで
高
め
ら
れ
る
と
と
L

友
司
唱
。
然
し
乍
ら
、
此
等
の
規
則
的
事
貨
は
本
来
そ
れ
が
現
賓
の
視
察
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
更
に
そ
の
現
寅
白
経
済
扶
況

が
上
記
の
知
〈
可
務
的
在
る
岡
民
経
済
の
構
遺
児
多
か
れ
少
か
れ
制
約
さ
れ
ろ
以
上
、
決
し
て
無
保
件
的
た
安
営
性
を
有
ず
る
も
白

で
は
な
い
。
現
貨
の
図
民
経
済
に
於
て
観
察
さ
れ
る
事
寅
は
モ
の
時
々
の
園
民
経
消
の
保
件
複
合
躍
に
よ
っ
て
保
件
づ
け
ら
れ
、
然

も
此
の
録
件
複
合
需
が
多
か
れ
少
か
れ
可
措
置
的
で
あ
る
以
上
、
硯
察
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
規
則
は
此
の
保
件
複
合
穏
に
よ
っ
て
そ
の

題
四
盛
岡
理
論
に
於
け
る
経
過
申
問
題

第
五
十
凡
巻

三五

第
四
続



檀
神
崎
浬
勤
理
論
に
於
け
る
超
過
D

問
題

解
孟
十
九
巻

五

第
四
鵠

四

成
立
範
闘
を
制
限
さ
れ
る
と
と
ミ
左
る
。
従
っ
て
視
察
忙
よ
っ
て
得
ら
れ
た
規
則
的
事
貨
は
区
ち
に
そ
白
士
、
ゐ
理
論
的
法
則
と
は
左

り
得
な
い
。
勿
論
此
の
規
則
的
事
貨
の
成
立
可
能
純
聞
は
、
そ
れ
が
如
何
在
る
事
柄
に
闘
す
る
か
に
上
ワ
て
、
著
る
し
く
庚
狭
を
具

ιナ
る
。
一
然
し

一
般
的
に
云
ふ
た
ら
ぽ
、
到
論
的
分
析
の
現
寅
性
乃
至
具
開
性
を
高
度
化
す
れ
ば
す
る
程
、
保
件
複
合
帥
帽
に
上
る

制
約
は
一
居
叫
化
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

斯
く
の
如
く
経
過
理
論
が
利
用
し
得
る
法
則
的
認
識
は
、
多
か
れ
少
か
れ
、
そ
の
時
々
の
図
民
絞
済
白
保
刊
配
置
に
依
存
す
る
。

然
し
乍
ら
、
か
〈
云
へ
ば
と
て
、
此
等
の
法
則
的
認
識
は
、
た
y
此
等
の
保
件
配
位
の
下
に
於
て
し
か
利
用
し
得
由
と
考
ふ
べ
き
で

は
左
い
。
「
或
る
俺
件
配
置
の
下
に
於
て
は
か
〈
/
¥
の
法
則
的
経
過
を
生
宇
る
」
と
い
ふ
認
識
は
、
「
乙
れ
/
¥
の
僚
件
配
置
の

F

に
於
て
は
如
何
友
る
法
則
的
経
過
が
可
能
で
あ
る
か
」
・
左
い
ム
問
題
の
解
決
に
劃
し
て
手
懸
り
を
興
へ
る
。
己
の
震
に
は
、
保
件
配

置
の
鑓
史
が
如
何
な
る
結
果
を
生
中
る
か
を
考
へ
れ
ば
上
い
。
此
の
意
味
に
於
て
は
、
経
過
理
論
が
利
用
し
得
る
法
則
は
、
一
方
に

於
て
は
、
そ
の
成
立
を
好
都
合
た
ら
し
め
た
保
件
桂
合
時
と
密
接
友
る
闘
聯
を
有

L
な
が
ら
も
、
他
方
に
於
て
は
、
此
の
思
惟
賓
験

を
一
辿
巴
て
、

一
居
成
汎
な
る
沼
周
可
能
性
を
も
つ
わ
け
で
あ
る
。
然
も
好
都
合
に
も
、
近
代
図
民
経
済
は
此
白
勤
に
つ
い
て
此
の
誼

用
範
聞
の
摘
張
を
便
宜
左
ら
し
め
る
如
雪
構
造
を
も
っ
ム
」
考
へ
ら
れ
る
。
先
に
も
燭
れ
た
や
う
に
、
近
代
間
民
経
済
は
、

一
志
に
於

で
絶
え
中
そ
の
同
州
迭
を
同
党
え
つ
ミ
あ
る
と
は
い
ふ
も
の
弘
、
他
方
忙
於
で
そ
れ
は
若
干
の
一
貫
し
た
特
徴
を
も
ち
、

一
般
に
そ
の
構

叫
道
管
化
は
部
分
的
で
あ
る
。
か
く
の
如
〈
保
件
配
置
の
簿
更
が
常
に
部
分
的
修
正
に
止
る
と
い
ふ
事
情
は
、
明
か
に
、
上
記
の
思
惟

賓
叫
棋
の
殻
果
を
増
大
せ
し
め
る
と
と
ら
の
も
の
で
あ
る
。

上
記
の
如
〈
思
惟
究
臨
に
よ
っ
て
法
則
の
適
用
縄
問
を
摘
大
せ
ん
が
た
め
に
は
、
抽
出
品
そ
の
成
立
を
好
都
合
な
、
り
し
め
た
保
件
範
閣
を
明
確
に
認
識

し
て
泣
〈
こ
と
が
必
却
で
あ
る
。
却
ち
、
規
則
的
出
資
を
成
立
せ
し
品
た
惜
件
被
告
闘
は
如
何
な
る
嬰
素
的
純
型
の
組
合
せ
で
あ
る
か
を
分
析
し
、
此

山
昨
件
宿
人
廿
慨
に
此
の
規
川
的
山
中
貨
を
凶
来
蹄
屈
せ
し
め
て
世
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
う
と
な
い
な
ら
ば
、
保
件
配
置
白
務
克
が
如
何
な
る
も
目



で
あ
り
、
臨
件
刷
位
の
塑
児
が
如
何
な
る
結
果
を
生
子
る
か
を
、
思
惟
党
姐
に
よ
っ
て
、
確
認
し
得
な
い
h
ら
で
あ
る
σ

従
来
白
樫
過
理
論
(
特
に
景

気
前
刊
以
内
聞
論
)
は
、
一
般
に
、
現
穴
に
反
担
さ
れ
↓
9

河
川
的
事
貨
は
抗
ち
に
一
舵
的
安
首
位
を
布
ナ
る
も
白
と
考
へ
、
此
白
峰
件
複
合
般
へ
の
囚
果

蹄
届
壬
時
ん
ど
行
は
な
か
っ
た
。
私
は
こ
れ
を
以
で
従
捕
の
料
週
間
諭
に
北
吊
す
る
根
本
的
融
附
と
考
へ
た
い
。

以
上
は
殆
ん
ど
問
明
に
迂
い
事
柄
で
あ
る
が
、
経
過
則
論
に
於
け
る
珂
論
的
法
則
の
特
色
が
と
の
と
と
か
ち
結
果
す
る
。
動
開
学
的

一
般
均
術
理
論
は
、
和
製
的
一
般
均
術
開
論
と
同
様
に
、
放
用
回
数
・
財
所
有
帝
一
一
補
佐
・
生
夜
函
数
・
殻
想
債
格
所
興
と
い
ふ
形
に

於
て
前
提
を
謂
は
ピ
桜
小
化
し
、
己
れ
に
よ
っ
て
法
川
に
能
ふ
限
り
成
汎
友
る
遡
別
可
能
性
を
奥
へ
ん
と
す
る
。
経
過
担
論
に
於

τ

は
、
そ
の
成
立
を
好
都
合
な
ら
し
め
た
可
法
的
な
る
佼
件
配
置
と
り
閥
聯
に
於
て
法
則
を
考
へ
、
此
の
保
件
複
合
慢
を
趨
叫
叫
に
把
握

ナ
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
川
の
遁
川
可
能
性
を
抗
張
せ
ん
と
す
る
。

経
過
川
弐
酬
の
志
向
日
蝕
は
、
動
酬
明
的
一
般
均
仰
加
川
町
一
川
の
そ
れ
と
斯
く
の
知
〈
異
怠
っ
て
ゐ
る
。
此
の
こ
と
か
ら
、
直
接
に
結
果
す

る
こ
と
の
一
つ
は
、
経
過
理
論
が
構
造
の
問
題
を
仲
ふ
乙
と
で
あ
る

3mf
へ
ら
れ
た
夜
持
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
そ
の
構
造
を
分

祈
ナ
る
現
論
的
要
共
を
奥
へ
る
乙
と
は
勿
論
経
消
却
論
。
課
閣
で
は
な
い
。
然
し
此
の
、
他
の
串
間
分
科
に
よ
っ
て
興
へ
ら
れ
る
分

祈
要
比
一
を
利
用
し
て
、
問
題
と
す
る
経
情
愛
動
過
程
は
如
何
な
る
榊
迭
を
も
っ
一
シ
え
テ
ム
に
於
て
展
開
さ
れ
る
か
を
分
析
す
る
己
と

は
経
過
珂
論
の
課
題
で
あ
る
。
査
し
、
此
の
分
析
に
よ
っ
て
初
め
て
、
他
の
揚
合
に
つ
い
て
認
識
せ
ら
れ
た
法
則
的
知
識
が
適
用
可

視
と
な
る
と
と
も
に
、
此
の
揚
合
に
つ
い
て
樹
立
さ
れ
た
法
則
的
認
識
が
他
の
揚
合
に
針
し
て
遡
用
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
此

の
意
味
に
於
て
経
過
口
問
題
は
、
か
の
衝
撃
の
問
題
、
波
及
の
問
題
と
並
ん
で
構
造
の
問
題
を
持
つ
?
と
云
へ
ょ
う
。

従
来
の
加
開
通
珂
論
は
多
〈
町
場
合
構
造
の
問
題
E
H献
い
で
居
ワ
た
。
従
っ
て
そ
れ
は
、
と
こ
に
吾
々
が
輯
過
理
論
&
し
て
描
い
た
も
由
と
は
著
る
し

〈
只
な
っ
た
形
を
と
っ
て
ゐ
る
。
然
し
こ
打
い
ま
で
の
経
過
理
論
は
修
E
に
上
つ
で
こ
こ
に
伎
ベ
た
如
き
極
通
理
一
請
に
改
装
さ
れ
得
る
し
、
ホ
そ
D
ζ

と

に
よ
っ
で
、
そ
白
射
程
を
一
層
帯
大
す
る
と
考
へ
る
。

韓
関
揖
勤
理
論
に
於
け
る
締
湿
の
問
題
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F
Z
十
八
巻
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四
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組
問
費
到
明
摘
に
於
け
る
経
過
の
問
題

第
五
十
八
魯

五
一
回

第
四
披

六

四

品
後
に
、
経
過
理
論
に
於
け
る
経
過
模
型
(
〈
E
E
Pヨ
主
主
)
の
利
用
に
つ
い
て
考
へ
売
い
。

い
ふ
ま
で
も
左
〈
、
現
寅
の
時
系
列
は
経
済
外
的
な
る
張
素
の
作
用
を
含
ん
で
ゐ
る
。
此
の
一
粧
桝
外
的
な
る
作
用
を
何
ら
か
の
仕

方
で
玲
去
し
て
経
情
鑓
動
過
程
の
純
粋
に
経
消
的
友
委
を
問
式
的
に
様
成
し
た
も
の
を
経
過
模
型
と
呼
ぶ
亡
と
L
ず
る
。
経
過
模
型

は
、
荒
気
筒
環
現
論
に
於
て
所
謂
三
〕

4
4
5
Z
E
2
-
Z「三

と
し
て
屡
々
示
さ
れ
る
や
う
に
、
現
資
自
時
系
列
そ
の
も
の
か
ら
、
何
ら

か
の
加
工
に
よ
っ
て
治
り
山
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
(
消
は
ほ
探
胸
的
経
過
模
型
)
し
、
亦
期
間
分
析
や
マ
ク
ロ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
に
於
け

3
や
う
に
、

V

ス
テ
ム
の
構
造
及
び
鑓
勤
へ
の
情
曜
が
奥
へ
ら
れ
る
乙
と
に
上
っ
て
仮
設
的
に
榊
成
さ
れ
る
己
と
も
あ
り
得
る

i<i'i 

は
ば
情
成
的
制
活
模
型
)
。

己
誌
で
は
後
の
も
の
を
問
題
と
し
た
い
。

一
方
に
股
て
は
攻
晴
の
捜
瑚
方
向
に
み
し
か
考
へ
白
内
過
模
明
(
消
は
ば
定
性
的
組
組
模
捌
)
も
可
能
で
あ
る
し
、
ま
た
他
方
に
於
て
は
、
回
世
到
蓮
度

の
吐
地
的
均
一
ん
を
も
合
む
抑
過
模
型
(
訓
は
ば
定
武
的
経
過
模
明
)
も
吋
世
で
あ
る
。
ま
た
耀
悼
の
シ
ス
テ
ム
A
r
悼
の
捌
き
に
閲
す
る
全
部
的
模
型
も
一
円

棺
で
あ
る
し
、
ま
た
或
る
限
b
れ
た
攻
量
白
み
の
引
き
に
闘
す
る
部
分
的
模
型
も
可
能
で
あ
る
。
此
等
四
回
別
は
こ
こ
に
閥
し
な
い
。

さ
て
、
経
過
の
問
題
の
解
決
に
と
ワ
て
か
く
の
如
き
経
過
槌
型
の
構
成
は
、
そ
れ
が
如
何
た
る
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
不
可
紋
で

あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
経
済
の
シ
ス
テ
ム
の
一
定
の
構
造
と
そ
れ
に
対
寸
る
一
定
の
街
磐
と
が
仮
定
せ
ら
れ
た
場
合
、
そ
れ
ら
の
俄

セ
が
吋
川
内
従
動
の
経
過
に
封
し
て
何
主
意
味
す
る
か
を
一
不
す
も
の
は
此
の
経
過
模
型
で
あ
る
。
従
っ
て
勢
動
経
過
に
つ
い
て
利
用
せ

ら
れ
る
説
明
阪
迎
が
現
資
心
経
過
に
謝
し
て
ど
れ
だ
け
の
安
首
位
を
も
つ
か
を
騒
設
す
る
た
め
に
は
、
絞
過
模
型
D
構
成
が
不
可
扶

と
た
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
此
の
殺
過
模
型
の
構
成
の
必
要
は

経
過
理
論
に
於
け
る
数
量
聯
闘
に
勤
し
で
更
に

一
段
の
抽
象
を
必
要
な
ら
し
め



る
。
経
過
は
型
が
構
成
し
得
ら
れ
る
た
め
に
は
、
数
量
腕
開
去
り
も
の
が
著
る
し
〈
筒
草
で
な
け
れ
ば
た
ら
ね
。
此
の
揚
合
如
何
た

Z
数
量
聯
闘
を
濯
ぶ
か
は
、
全
く
研
賞
者
の
自
由
で
あ
る
。
研
究
者
は
問
題
と
す
る
姪
消
務
動
の
説
明
に
謝
し
て
奴
果
的
と
考
へ
ら

れ
る
数
H
V聯
闘
を
白
向
に
濯
探
ず
る
。
斯
様
に
研
究
者
が
恋
意
的
に
経
済
の
シ
ス
テ
ム
を
構
成
し
得
る
結
果
、
多
数
の
説
明
刷
式
が

交
代
的
に
白
在
可
能
と
な
る
己
と
は
、
動
車
十
的
一
般
均
術
理
論
に
は
見
出
し
難
い
、
経
過
現
論
の
特
徴
で
あ
る
。

然
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
時
と
し
て
は
、
現
貨
の
経
済
援
動
の
経
過
の
有
殻
油
切
在
る
説
明
は
到
達
せ
ん
が
た
め
に
、
動
開
常
的

一
般
均
術
四
論
に
と
っ
て
全
く
異
質
的
在
る
盟
論
構
成
白
方
法
ず
ら
導
入
さ
れ
る
。
例
へ
ば
、

ロ
ハ
ア
ト
ソ
ン
の
期
間
分
析
は
、
か

の
一
債
格
は
需
要
曲
線
と
似
給
曲
線
と
の
交
射
に
上
っ
て
定
ま
る
」
左
い
ふ
一
般
均
術
理
論
の
樫
軸
た
る
需
巣
供
給
曲
線
岡
式
を
陵
菜

し
て
、
こ
れ
に
代
ふ
る
に
他
の
俄
定
を
以
て
す
る
が
、
か
く
の
如
き
は
此
の
事
貨
の
額
著
な
一
町
内
で
あ
る
。
此
の
揚
合
に
於
て
は
、

経
過
盟
論
は
扶
態
理
論
と
草
に
相
違
す
る
だ
け
に
止
ま
ら
一
千
、
と
れ
と
封
立
す
る
に
到
る
。
上
記
の
事
情
に
よ
っ
て
か
ミ
る
樹
立
は

可
能
で
あ
る
。
然
し
常
に
さ
ろ
で
あ
る
と
は
限
ら
た
い
。
比
の
限
り
に
於
て
は
、
経
過
理
論
と
欣
態
理
論
と
は
抽
象
の
程
度
の
差
異

に
止
る
が
、
然
し
、
此
の
抽
象
の
程
度
の
差
異
の
背
後
に
存
ず
る
も
の
と
し
て
、
向
、
前
仲
間
既
辿
の
現
論
的
志
向
白
相
違
を
考
へ
る

己
と
が
向
来
る
。

臨
済
団
宮
到
理
論
に
於
け
る
経
過
O
問
題
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